
第10回 富士山QQ災害撮影研究会

会場:レイアップ御幸町ビル 7階 7D会議室 ＋ Web開催
参加費:無料（先着500名）

ご視聴を希望される方はURLまたは2次元コードより入力フォームへアクセスし、必要事項を入
力してください。（注）インボイス対応の領収書は発行できません。

共催:富士山QQ災害撮影研究会 ゲルべ・ジャパン株式会社 後援:静岡県放射線技師会

日時:2026 年 6 月 27 日（土）13:00 ～ 17:15

登録締め切り:6/26 (金) 正午
情報提供:13:05～13:15 ゲルべ・ジャパン株式会社

臨床講演:16:15～17:15 座⾧:浜松医科大学医学部附属病院 土井 龍典

「 外傷四肢X線撮影のポイント ー痛い!動かせない!への対応と工夫ー 」

下田メディカルセンター 放射線技術科 鈴木 義曜 先生

「 救急頚椎MRI撮像を考えよう 」

静岡済生会総合病院 放射線技術科 山崎 敬之 先生

災害講演:13:15～14:15 座⾧:国際医療福祉大学熱海病院 秋津 賢太

「 災害医療体制の構築は、地域医療を進化させる! 」

浜松医科大学医学部附属病院 救急部 副部⾧ 高橋 善明 先生

医師講演:14:20～15:20 座⾧:順天堂大学医学部附属静岡病院 内藤 泰匡

「 ドクターヘリ エンジンスタート!! ーロンドン留学の経験を踏まえてー 」

順天堂大学医学部附属静岡病院 救急診療科 准教授 大森 一彦 先生

※本講演は、クラウドPACSを使用します。
事前にPACS内の画像を診て、考えていただき、当日はさらに理解を深める内容です。
クラウドPACS URLは、研究会開催の2週間前に登録メールアドレスに送付します。

「 STAT画像報告トレーニング ークラウドPACSで実践的に学ぼうー 」

聖隷富士病院 放射線課 松尾 ⾧昌 先生

STAT報告:15:25～16:05 座⾧:中東遠総合医療センター 鈴木 康章

・日本診療放射線技師会生涯学習ポイント 1単位

・日本救急撮影技師認定機構 2単位・日本X線CT専門技師認定機構 3単位

・血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師認定 1単位

90%以上の視聴をもって、参加証を発行いたします。

https://x.gd/Agrnx


